
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

バラ属は植物分類学的に大きく 4亜属に分けられ、その中の

バラ亜属 Rosa 節が「栽培バラ」に該当します。園芸種の概要

としては「オールドローズ」「イングリッシュローズ」「モダン

ローズ」に分類されています。下図はバラの分類系図の中で栽

培バラのわかりやすい系統図として紹介されているものです。 

現在栽培される主な種類はモ

ダンローズの園芸交配種が主体

で、四季咲き木立性（H・T

系）、ランドスケープローズ

（修景バラ）、ミニバラ、ツル

バラとして市販されます。 

園芸植物大事典（小学館）で

は、モッコウバラ、コウシンバ

ラ、セイヨウバラなど42種を

解説していますが、特にH・T

種を中心に園芸品種の紹介がつ

まびらかです。写真の「ブルー

ムーン」は、藤色系品種として

紹介されますが、青色の発色が

難しいとされるバラの品種の中では、「青いバラ」として流通

した時もあったようです。 

H・T種の一番花は５月となっていますが、道央地区など

では６月に入っての開花になります。四季咲き性ですから、

二番花、三番花と咲かせたいものですが、花後の剪定から次

の開花までに約 60日を要するので、札幌での二番花は早く

とも８月下旬になってしまいます。一番花を満開前に切り花

にして、二番花の開花促進を図ることで、10月までに三番

花を楽しむことができると思います。 

バラ科 バラ属 バ ラ 
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H・Tブルームーン 

ツルバラ(Cl)の開花 



A 植物は葉が光合成を行い、糖を作

り、それを栄養にして生きています。

葉が込み合うと陽が当たらない葉がで

き、光合成の効率が低下し収量も少な

くなります。具体的にはトマトもキュ

ウリも株の向こう側が１～２割ほどチ

ラチラ透けて見えるような枝作りで

す。そのために、トマトもキュウリも

込まないように腋芽摘みが必要です。

右図を見て行ってください。 

7 月の園芸作業 
 
 

 

       

 

ここに記載した以外の作業も沢山ありますので 

ご不明な点は緑の相談までお気軽にお問合せください。 

園芸Q＆A 

Q トマト・キュウリが、毎年込みすぎてしまいます。枝作りはどうしたら良いですか。 

トマトは、主枝に付く葉の付け根

から腋芽が出ます。その腋芽は全部

摘み取ります。 

緑の相談受付 10:00～12:00 13:00～16:00 

☆豊平公園   811-9370 月曜以外毎日 （月祝日の場合は、翌平日が休み） 

☆百合が原公園 772-3511   毎週 木、日 

☆平岡樹芸センター 883-2891   毎週 水、土 

キュウリは、親ヅルに付く葉の付け根から腋芽が出ますが、下から５枚

目までに出る腋芽は全部摘み取ります。6枚目から出る子ヅルは2節残し

て芯止めします。 

上旬 中旬 下旬

果
樹

袋掛け

芝

植替え

花
木

花後剪定 バラは1番花後に5枚葉上で切り戻し。ボタンは子房部ごと花がら摘み。

切り戻し

草丈5～6cmになったら3～4cmに刈込み。乾燥期はスプリンクラー等でしっかり潅水。

花がら摘み、切り戻し、追肥。

整枝・腋目掻き

病害虫防除

移植・株分け ジャーマンアイリス、アヤメ類の株分け、移植。

摘心・花がら摘み・追肥

種まき

イチイ、ヒバなどは夏の剪定枝で挿し木可能。イチイは芯枝を使用。

病害虫防除 マツやカエデ等の害虫（ナガチャコガネムシ、カイガラムシ、グンバイムシ他）の防除。

夏花壇植込み

刈り込み・追肥・潅水

病害虫防除 オンシツコナジラミ、カイガラムシ、ハダニ、アブラムシ、スリップス等。スプレー式総合剤が便利。

病害虫防除 オンシツコナジラミ、カイガラムシ、ハダニ、アブラムシ、スリップス等。スプレー式総合剤が便利。

潅水・施肥

ハイビスカス、ランタナ、ノボタン、木立ベゴニア等、植替え出来なかった花木類を。

植替え・挿し木

置き場所と日当たり 強い日差しに突然当たると日焼けする。日中の日差しを避けられる置き場所に。

置き場所・日当たり

作 業 時 期
作業内容

イチイ、ヒバなど生垣の刈り込み。

バラの株元から出るベーサルシュートは30cm～60cmに切り戻す。

屋
外
園
芸 果菜類=アブラムシ、ハダニ、コナジラミ等。葉菜類=アオムシ等。既定の農薬を規定量散布。

ナシ、リンゴ、モモ、プルーンなど摘果・薬剤散布後に袋を掛ける。

ナス、トマト、キュウリ、ピーマンなど、風通しと日当たりを考慮して分枝を摘み取る。

野
菜

軟弱野菜類（ホウレンソウ、コマツナ、シュンギク等）、秋どりハクサイの播種。

花
壇
・
他

ベゴニア、マリーゴールド、ペチュニア、インパチェンス等。

刈り込み

緑枝挿し木
庭
木

室
内
園
芸

鉢
花

ブーゲンビリア、ハイビスカス、ポインセチアなど花木類の水切れ・肥料切れに注意。

挿し木、挿し芽 ハイビスカス、ノボタン、ベゴニア類、アザレア、ツツジ類など。
洋

ラ

ン

観
葉
植
物

植替え・挿し木 ドラセナ類、ゴムノキ等の植替え。剪定枝は挿し木可能。

施肥 施肥効果が出る時期で、育てたい株は置き肥や液肥を与える。

シンビジウムは日向、デンドロビウムは戸外の半日陰。コチョウランは室内。
サ

ボ

テ

ン

多

肉

植

物

アロエ、クジャクサボテン、ハナキリン等、この時期に植替えや挿し木が可能。

施肥・潅水 多くの着生ラン類は成長期で潅水、肥料は欠かせない。液肥は1000倍以上に希釈。

トマト整枝図 

キュウリ整枝図 



 



    

イベント情報（７・８月） 


